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DevOpsからDevExへ： 
エンジニアリングエクスペリエンス
の強化
高い技術力を保有する人材を確保し、維持することを重要視する
企業において、デベロッパーエクスペリエンスに新たな関心が集まっ
ている。

ビジネスオブテクノロジー

先
進テクノロジーに関するニュースが溢
れる中、企業にとってテクノロジー人
材はこれまで以上に重要となってい
る。世界の開発者人口は、Tech 
Trends 2023で説明したように、
2024年には2,900万人近くに達する

と予測されており、オーストラリアの全人口を上回ってい
るが、需要のペースにはほとんど追いついていない1,2。
この成長にも関わらず、開発者の生産性はほとんどの組
織で最適化されておらず、開発者は通常、機能開発に時
間の30％から40％しか費やすことができていない3。

アジャイル、DevSecOps、クラウドエンジニアリングへ
の移行は、スピード、品質、機能横断的なコラボレーショ
ンを強化するため、近年主流になっている。現在、高い
技術力を保有する人材を確保し維持することを重要視し
ている企業において、新たな関心が集まっているテーマ
がある。それは、デベロッパーエクスペリエンス、または
DevExである。これは、ソフトウェアエンジニアが日々
の生産性と満足度を向上させるために、組織との接点を
考慮したデベロッパーファーストの考え方である4。

優れたデベロッパーエクスペリエンスは、開発スピード
と開発ボリュームの測定から、適切なツール、プラット
フォーム、フィードバックメカニズムを提供することに重
点を移し、最終的には開発者に合ったカルチャーを醸
成することで、エンドユーザーと顧客のエクスペリエン
スを向上させると考えられている。開発スピードに関す
る指標（開発者ごとのソースコードの行数やストーリー
ポイントなど）は、Time-to-First Pull Request（開
発者が最初の主要なコードバッチを公開するのにかか

る時間）、バックログの変更、欠陥率など、より包括的
な指標に取って代わられつつある5。分散化されたチー
ムと断片的なツールセットは、カスタマイズされたパ
フォーマンス管理や、合理化されたアーキテクチャーと
ツールに加えて、エンジニアリング、ユーザーエクスペ
リエンス、サイバーセキュリティ、リスク、品質管理、お
よびプロダクトチーム全体のコラボレーションを形式化
するポッド構造に取って代わられている。こういった変
化による利点は何か。81％の企業が、デベロッパーエ
クスペリエンスに対する投資により、収益性への中程度
または大きな効果を実感している6。 

エンジニアリングエクスペリエンスを向上させることで、
将来的に、新たに採用されたソフトウェアエンジニアが
初日から生産性を発揮し、企業のテクノロジー環境がビ
ジネス戦略に完全に統合された状態へとつなげること
ができる。今後、企業は統合された直感的なツールの利
点に目を向け、デベロッパーエクスペリエンス向上に対
する投資が、ビジネスの他の側面でテクノロジーによる
創出価値を高める可能性があることに気づくだろう。

Now：エンジニアの需要は高いが、 
能力の発揮が妨げられている

デジタル変革は、近年のCOVID-19のパンデミックに
よって加速した。グローバルCEOの85％は、2020年以
降、組織の変革が大幅に加速したと考えている7。デジタ
ル変革への世界的な支出は、2024年に2兆5,100億米
ドルに達すると予想されており、これは2020年の支出

https://www2.deloitte.com/uk/en/insights/focus/tech-trends/2023/tech-talent-retention.html
https://www2.deloitte.com/uk/en/insights/focus/tech-trends/2023/tech-talent-retention.html
https://www.thoughtworks.com/en-us/insights/blog/why-you-should-invest-good-developer-experience-today#:~:text=In%20over%2050%25%20of%20organisations%2C%20software%20developers%20only%20spent%2030%2D40%25%20of%20their%20time%20on%20feature%20development%20(State%20of%20DevOps%202018%3B%C2%A02019)
https://www.thoughtworks.com/en-us/insights/blog/why-you-should-invest-good-developer-experience-today#:~:text=In%20over%2050%25%20of%20organisations%2C%20software%20developers%20only%20spent%2030%2D40%25%20of%20their%20time%20on%20feature%20development%20(State%20of%20DevOps%202018%3B%C2%A02019)
https://www2.deloitte.com/us/en/pages/consulting/articles/devx-developer-experience-series.html
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額のほぼ倍にあたる8。この投資の増加は、2023年の
Global Technology Leadership Studyで考察し
たように、テクノロジーリーダーとチームの役割の重要性
が高まることにつながっている9。今では、あらゆる業界
の企業が、自社のコアとなる製品やサービスにソフトウェ
アを組み込んでいる。例えば、自動車メーカーの自動運
転アルゴリズムや、新しいモビリティサービスを可能にす
る車両コネクティビティプラットフォームの他にも、工業
メーカーがタービンや発電機などの接続機器を使用して
パフォーマンスデータを収集し、障害予測とメンテナンス
スケジュール最適化を行う事例や、買い物客が服をデジ
タル試着できる AR（Augmented Reality、拡張現実）
を利用した消費者向けブランドのバーチャル試着アプリ
が挙げられる。企業がこういった変革機会から価値を創
出するためには、卓越したソフトウェアエンジニアリング
と、その能力を提供する開発者が不可欠である。

結果として、開発者の需要が急増した。ソフトウェア開発
の仕事は、他の専門職の平均成長率が8％であるのに
対し、今後10年間で25％増加すると予想されているが、
これはテクノロジー業界に限った話ではない10。実際、
新たなソフトウェア開発者の募集に占めるIT企業の割合

はわずか10％に過ぎず、これは、業界横断的にデジタル
商品やサービスのニーズが今後数年で高まると予想され
るためである11。

開発者を確保し、維持するために、テクノロジー志向の
企業が確立したデベロッパーエクスペリエンスのプラク
ティスに従う政府機関や民間企業は多い。例えば、CI/CD
（継続的インテグレーションと継続的デプロイメント）パ
イプラインの実装により、コードのリリースの頻度を高め
ること、「シフトレフト」 の概念に基づき、ソフトウェア開
発プロセスの早い段階で自動化とテストを採用すること、
フルスタックエンジニアリングにより、シミュレーション、
実習モデル、ローテーションを通じて、テクノロジー人材
がプロダクト（フロントエンド、バックエンド、Webなど）
の開発の全領域に関わることを可能にする取り組みが
挙げられる12,13。

しかし、ソフトウェア開発者の需要にも関わらず、多くの企
業は開発者の生産性と満足度を高めるための障害を解消
できていない14（図1）。構成管理、ツールの統合、デバッ
グに費やす時間は、収益拡大に貢献できる新機能やアプ
リケーションの構築に費やす時間を奪うことになる15。

図1

ソフトウェア開発者は生産性向上に苦しんでいる

出所：Stripe, The developer coefficient, September 2018.

保守上の課題対応
17時間 

年間の機会損失コスト 
US$85B

質の悪いコード
への対応
4時間 

1週間の平均労働時間
41時間

https://www2.deloitte.com/us/en/insights/topics/leadership/global-cio-and-technology-leadership-survey-collection.html?icid=learn_more_content_click
https://www2.deloitte.com/us/en/insights/topics/leadership/global-cio-and-technology-leadership-survey-collection.html?icid=learn_more_content_click
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さらに、画一的でインクルーシブ（包摂的）ではないカ
ルチャーが開発者の仕事への満足度を著しく低下させる
ケースも多い16。また、Appian、Outsystems、Zoho 
Creatorなどのローコードプラットフォームやノーコードプ
ラットフォームの普及により、ソフトウェア開発の障壁が低
くなり、「市民開発」の拡大が可能になった。これは、ビジ
ネス全体にソフトウェア開発を分散化することによって迅
速なイノベーションを可能にするなど、新たな機会をもた
らす一方で、ガバナンス、セキュリティ、技術的負債の蓄積
に関する潜在的なリスクをもたらす可能性もある。

最先端のデベロッパーエクスペリエンスを設計する際に、
エンジニアリングリーダーが直面する問題は多面的であ
る。これらに対して単発的に対処するのではなく、エンジ
ニアリングエクスペリエンスを総合的に改善することで、
成功するためのツール、パフォーマンス測定、プロセスを
備え、高い技術力を保有する人材を確保し、維持するこ
とができるようになる。

New：DevExが変化を生む

DevOpsへの移行は生産性ツールとフレームワークに
焦点を当てているが、デベロッパーエクスペリエンスは、
開発者の生産性と満足度を最大化するために組織が
提供する、相互に作用する複数の機能で構成され、好
循環で動作する。適切なツール、プロセス、およびカル
チャーに恵まれた開発者は、通常、パフォーマンスが向
上する。実際、『ハーバード・ビジネス・レビュー』に
よると、仕事で自分をサポートしてくれるテクノロジー
があると感じている場合、従業員のエンゲージメントは
230％高く、3年以上仕事を続ける可能性は85％高く
なると報告されている17。また、満足度が高い開発者は、
迅速に動き、頻繁にコードをデプロイし、効率を高める
方法で共同作業を行うことができる。

この好循環を可能にするには、ツールや人材だけでな
く、開発者への影響をあらゆる側面から考慮した、新し
い強固なフレームワークが必要だ（図2）。それによって、
デベロッパーエクスペリエンスの変化は、プロダクトパ
フォーマンスと顧客エクスペリエンスの向上に寄与する
可能性がある。

図２

ケイパビリティの標準化によるエンジニアの効率性とエクスペリエンスの向上 

出所：Deloitte analysis.

プラットフォームとツール 仕事の進め方と流れ タレントエクスペリエンス

アーキテクチャー
拡張性、再利用性、信頼性を促
進するための多言語に対応する
モジュール性と保守性の最大化

測定ツール
プラットフォームの状態、製品の
使用状況、デベロッパーの効率に
関するデータの収集
イネーブルメントツール
エンジニア間のコラボレーションと
知識共有を可能にするツールの作成

開発のアクセラレーター
日々の開発活動における効率性の
向上と制約の軽減

サービスのオーナーシップ
ライフサイクル全体にわたる責任
の保持と統合によるリスクの低減

ワークフロー管理とDevSecOps
組織間の連携と調整の強化による
一貫性のある成果の創出

コミュニティとカルチャー
楽しく生産的で多様性のある職場
環境の促進

学習
エンジニアのキャリア全体にわたる
育成パスの開発

キャリア開発
エンジニアのキャリアのあらゆる段
階におけるスキルアップ機会の創出
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プラットフォームとツール

効果的なデベロッパーエクスペリエンスを確立するため
の1つ目の側面は、標準化されたプラットフォームと
ツールを提供することである。この概念は単純に見える
かもしれないが、実際にはそうではない。今日のデベ
ロッパーは、平均250を超えるSaaSアプリケーション
やその他の技術環境と格闘しているが、それらは統合
が不十分であり、チーム間の知識の分断を引き起こして
いる18。これに対し企業は、次の3つの主要な機能に
よって、この非効率性に対処できる。

• アーキテクチャー：拡張性、再利用性、信頼性を
促進するための多言語に対応するモジュール性と
保守性を最大化する。

• 測定ツール：プラットフォームの状態、製品の使用
状況、デベロッパーの効率に関するデータを収集
する。

• イネーブルメントツール：エンジニア間のコラボ
レーションと知識共有を可能にするツールを作成
する。

先進的な組織は、ソースコードリポジトリ、オンボード
情報、ドキュメント、ツール、ソフトウェア開発キットな
どにアクセスできるデベロッパー向けのワンストッププ
ラットフォームを作成することで、このトレンドに対応し
ている。現在、このようなポータルにアクセスできる開
発者はわずか37％だが、2025年までに、プラットフォー
ムチームを持つ組織の75％がセルフサービスのデベ
ロッパーポータルを提供し、デベロッパーのエクスペリ
エンスを向上させ、イノベーションを促進するとガート
ナーは予測している19,20。 

仕事の進め方と流れ

理想的なテクノロジー（プラットフォームとツール）を導
入することで、DevExの2つ目の側面に目を向けたい。
それは開発者が、連携されていないシステムや不適切
なガバナンスにより制限されることなく、フローでタスク
を実行できるように、明確で継続的なプロセスを構築す
ることである。組織は、次の3つの機能に重点を置くこ
とができる。

• 開発のアクセラレーター：日々の開発活動におけ
る効率性の向上と制約の軽減を行う。

• サービスのオーナーシップ：ライフサイクル全体に
わたる責任を持ち、統合することで、リスクを低減
させる。

• ワークフロー管理とDevSecOps：組織の階層や
組織間の連携に関わる活動を調整することにより、
一貫性のある成果をもたらす。

理想的なデベロッパーエクスペリエンスには、組織全体
で1つのプロセスとパイプラインが必要であり、その中
ではコードの検証とテスト、パフォーマンス測定、および
コードの安全なロールバックがサービスの停止を起こさ
ずに実行される。最先端のテクノロジー組織がこの状
態を目指す一方で、さまざまな業界の企業は、上記の3
つの機能の実現を通じてデベロッパーエクスペリエンス
の成熟度を高めている。

例えば、米国最大の中古車小売業者であるCarMaxは、
開発プロセスの近代化において成功を収めている21。IT
部門は、プロジェクトベースだった運用モデルを、部門
横断的なチームで構成されるプロダクトベースのモデル
に置き換えた。CarMaxは、プロジェクト完了に基づい
てデベロッパーを評価するのではなく、高頻度でのデリ
バリーを目指すための透明性のある四半期ごとの目標
を設定した。また、新機能の展開前にフィードバックを
収集し、改善、修正を行うため、関係者や顧客とのプロ
ダクトの迅速なテストにも大きな重点を置いた。同様に、
Etsy（米国の電子商取引サイト）はエンジニアリング予
算の20％をデベロッパーエクスペリエンスに投資した
結果、組織を250人から1,000人近くに拡大することが
できた22。

タレントエクスペリエンス

最後に、プロセスと技術の変更が受け入れられるため
には、カルチャーが近代的なエンジニアリングエクスペ
リエンスの促進剤となることが重要となる。多くの企業
の開発者は、まだ従来のメインフレーム言語と作業方
法を専門としているが、その他の開発者は、自身の関
心がある領域でのイノベーションに時間を費やすことに
熱心である。そのような人材を確保し、維持したいと考
えている企業は、次のようなケイパビリティを構築すべ
きだ。

https://www2.deloitte.com/us/en/insights/focus/tech-trends/2024/digital-transformation-for-business-interview.html
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• コミュニティとカルチャー：楽しく、生産的で、多
様性に富んだ職場環境を促進する（ほとんどのIT
部門で必要とされている）23。

• 学習：エンジニアのキャリア全体にわたる育成の
パスを開発する。さまざまなリソースや方法論（ブ
ログ、オンライン講座、書籍、公式教育を含む）か
らスキルを学ぶテクノロジー人材が増えているた
め、組織がオンボーディングとトレーニングを標準
化することがこれまで以上に重要になっている24。

• キャリア開発：昨年のTech Trendsでも議論さ
れた通り、エンジニアのキャリアのあらゆる段階に
おいてスキルアップの機会を創出することである25。
例えば、Citibankでは、技術的なスキルを磨き続
けたいエンジニアのためのキャリアパスを定義し、
コーディングのトレンドを常に追従できるようにして
いる26。

最も重要なのは、カルチャーの変化によって、開発者は
他の従業員と同じ方法で評価されるべきではないとい
うことに気づくことである。開発者は新しい機能の開発
や、実験的な作業を求められることが多いため、速度
や品質の基準が学習や成長の正確な尺度になるとは限
らない。むしろ、テクノロジー人材には、集団でブレイン
ストーミングし、他者から学び、最終目標につながって
いると感じるための手段が重要となる。

CarMaxは、自社の変革を行う際に、プロセスだけで
なくタレントエクスペリエンスにも細心の注意を払った。
IT部門が孤立しないように、従業員を機能横断的な
チームに再配置することに加え、プロダクト紹介の場を
開催した。エンジニアは2週間ごとに、開発中のテクノ
ロジー機能について、成果や得られた教訓とともにプ
レゼンテーションを行い、透明性向上と上級管理職から
のフィードバック強化を図った。IT部門の役割がさらに
強化されたことを示すために、IT部門はCarMax 
Technologyに正式に改名され、従来の IT要件と納期
よりもビジネス成果に焦点が当てられた。

Next：すべての従業員はテクノロジー
人材になる

企業は、「10X」（平均の10倍の生産性を持つ）エンジ
ニアの採用を希望することが多い。しかし、人材市場で
ユニコーン企業のような潜在力を持った人材を探すこ
とが勝ち筋であることはほとんどない。そうではなく、
適切なプラットフォーム、プロセス、カルチャーがあれば、
「10X」エンジニアはそれほど珍しくなくなるかもしれな
い。特に、生成AIが開発者の生産性を向上させ続け、
職場の自動化が進む未来を切り開く中、今日の障壁の
多くは、今後5年から10年の間には重要ではなくなる
可能性もある。昨年のTech Trendsで触れた「マル
チスペシャリスト」（キャリアを通じて複数の領域で力を
発揮する「10-job」エンジニア）のように、挑戦するこ
とへの関心が高いエンジニアは、生産性の向上を利用
して自由な時間を確保し、キャリアの中で新しくて興味
深いプロジェクトやテクノロジーに取り組むことができ
るようになる27。

重要なのは、新しいデベロッパーエクスペリエンスを確
立するための今後数年間の取り組みが、IT部門に限定
されないことだ。テクノロジー自体がビジネスの中心に
なり続けるにつれて、テクノロジーのタスクと必要人材
も中心になっていく可能性が高い。上述したような標準
化されたツールやプラットフォーム、そして高度なロー
コードテクノロジーやノーコードテクノロジーによって、
企業の全従業員がローレベルエンジニアになれる日が
来るかもしれない。

IT部門以外の従業員は、「1X」から「10X」のエンジニア
ではなく、0から1への変化になる可能性がある。これら
の市民開発者は今後、最も一般的なプログラミング言語
がPythonやJavaではなく英語、または彼らが使用する
自然言語になることで力を得ることになるだろう。 

自動化がどの程度のスピードで進むのかによるが、今
後はより多くの従業員が基本的なテクノロジータスクを
実行するか、自動化されたデジタルプロセスを監督する
ことになるだろう。エンジニアの人材プールを拡大する
ことで、経験豊富なエンジニアはより複雑なタスクや新
しいビルドに集中することができる。最先端のイノベー
ションと挑戦的な問題に集中する機会は、次世代の開
発者の生産性と満足度の両方を向上させることができ
るだろう。

https://www2.deloitte.com/us/en/pages/consulting/articles/devx-developer-experience-series.html
https://www2.deloitte.com/us/en/pages/consulting/articles/devx-developer-experience-series.html
https://www2.deloitte.com/uk/en/insights/focus/tech-trends/2023/tech-talent-retention.html
https://www2.deloitte.com/uk/en/insights/focus/tech-trends/2023/tech-talent-retention.html
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